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2．感染症の予防 （ウ）感染症対策（予防接種等）  

④予防接種を受ける時期(本文 19P～20P) 

日本では、生ワクチンの接種後に別の生ワクチンを接種する場合には、

中 27 日以上（４週間）空ける必要があり、不活化ワクチン・トキソイド

の接種後に別の種類のワクチンを接種する場合には、中６日以上（１週間）

空ける必要があります。ただし、医師が特に必要と認めた場合には、複数

のワクチンを同時に接種することが可能です。 

 

⑤保育所の子どもたちの予防接種(本文 P20) 

保育所の子どもたちにとって、定期接種のインフルエンザ菌ｂ型（Ｈｉ

ｂ：ヒブ）ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、Ｂ型肝炎ワクチン、ＤＰ

Ｔ－ＩＰＶ（四種混合）ワクチン、ＢＣＧワクチン、麻しん風しん混合（Ｍ

Ｒ）ワクチン、水痘ワクチン及び日本脳炎ワクチンの予防接種が重要であ

ることはもちろんですが、定期接種に含まれていない、流行性耳下腺
じ か せ ん

炎（お

たふくかぜ）ワクチンの予防接種についても、発症や重症化を予防し、保

育所での感染伝
でん

播
ぱ

を予防するという意味で大切になります。また、ロタウ

イルスワクチンやインフルエンザワクチンの予防接種も重症化予防に効

果があります。各種予防接種については、行政や医療機関から保護者へ周

知されていますが、保育所からも保護者に以下のことを周知しましょう。 

 

（保育所から保護者への周知が必要なワクチン接種について） 

・生後２か月になったら、定期接種としてＨｉｂ（ヒブ）ワクチン、小児用肺炎
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④予防接種を受ける時期(本文 19P～20P) 

日本では、注射生ワクチンの接種後に別の注射生ワクチンを接種する場

合には、中 27 日以上（４週間）空ける必要があります。ただし、医師が特

に必要と認めた場合には、複数のワクチンを同時に接種することが可能で
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⑤保育所の子どもたちの予防接種(本文 P20) 

保育所の子どもたちにとって、定期接種のロタウィルスワクチン、インフ

ルエンザ菌ｂ型（Ｈｉｂ：ヒブ）ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、Ｂ型肝炎

ワクチン、ＤＰＴ－ＩＰＶ（四種混合）ワクチン、ＢＣＧワクチン、麻しん風し

ん混合（ＭＲ）ワクチン、水痘ワクチン及び日本脳炎ワクチンの予防接種が重要

であることはもちろんですが、定期接種に含まれていない、流行性耳下腺
じ か せ ん

炎（お

たふくかぜ）ワクチンの予防接種についても、発症や重症化を予防し、保育所で

の感染伝
でん

播
ぱ

を予防するという意味で大切になります。また、インフルエンザワク

チンの予防接種も重症化予防に効果があります。各種予防接種については、行政

や医療機関から保護者へ周知されていますが、保育所からも保護者に以下のこと

を周知しましょう。 

 

（保育所から保護者への周知が必要なワクチン接種について） 

・生後２か月になったら、定期接種としてＨｉｂ（ヒブ）ワクチン、小児用肺炎
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球菌ワクチン、Ｂ型肝炎ワクチンの予防接種を受けることが重要であること、

また、任意接種としてロタウイルスワクチンの予防接種を受けることが可能で

あることを周知しましょう。  

・乳児の百日咳
せき

は感染力が強い、重症の疾患であるため、生後３か月になったら、

ＤＰＴ－ＩＰＶ（四種混合）ワクチンの予防接種を受けることが重要であるこ

とを周知しましょう。 

 

 

 

 

・ＢＣＧは、乳幼児期の結核を防ぐ効果が確認されているため、生後できるだけ

早く接種することが重要であることを周知しましょう（ＢＣＧは、生後すぐか

らの接種が可能ですが、標準接種期間は生後５か月から８か月までとなってい

ます）。 

 

 

 

 

 

⑥保育所職員（保育実習の学生を含む）の予防接種(本文 P21) 

（14 行目）呼吸器症状が見られる職員についてはマスク着用などの咳エチケッ

トを行うことが重要であり、また、特に０歳児の保育を担当する職員については

呼吸器症状が見られる期間中の勤務態勢の見直しを検討すること等が必要とな

ります。この他、インフルエンザの流行期には、任意接種のインフルエンザワク

チンの予防接種を受けることで、感染症対策や感染した際の重症化予防につな

がります。 

 

 

 

球菌ワクチン、Ｂ型肝炎ワクチンの予防接種を受けることが重要であることを

周知しましょう。  

 

・乳児の百日咳
せき

は感染力が強い、重症の疾患であるため、生後３か月になったら、

ＤＰＴ－ＩＰＶ（四種混合）ワクチンの予防接種を受けることが重要であるこ

とを周知しましょう。 

・ロタウイルスの予防接種については、令和２年 10 月から定期接種に導入されて

います。初回の接種を生後２か月から生後 14 週６日までに受けることが望まし

いこと、２回目以降の接種は27日以上の間隔が必要なことを周知しましょう（使

用するワクチンにより接種回数と標準接種期間が異なっています）。 

・ＢＣＧは、乳幼児期の結核を防ぐ効果が確認されています。ＢＣＧは、標準接

種期間の生後５か月から８か月までの出来るだけ早い時期に接種することが勧

められています。 

■以前は生後 3-6 か月が標準接種期間であったが、BCGによる骨炎の増加が懸念さ

れ、5-8 か月になった経緯があるため。 

 

 

 

 

⑥保育所職員（保育実習の学生を含む）の予防接種(本文 P21) 

（14 行目）呼吸器症状が見られる職員についてはマスク着用などの咳エチケット

を行うことが重要であり、また、特に０歳児の保育を担当する職員については呼

吸器症状が見られる期間中の勤務態勢の見直しを検討すること等が必要となりま

す。この他、インフルエンザの流行期には、任意接種のインフルエンザワクチン

の予防接種を受けることで、感染症対策や感染した際の重症化予防につながりま

す。 

このため、施設長の責任の下で職員の予防接種歴の確認を行うことも重要です。

職員が入職する時には、健康状態の確認に加えて、予防接種歴及び罹
り

患歴を確認し

ます。保育所の職員等の麻しん、風しんの予防接種については「麻しんに関する特



 

 

 

 

 

 ※「指定保育士養成施設の保育実習における麻しん及び風しんの予防接種

の実施について」 

 （平成 27年 4月 17日付け雇児保発 0417 第１号厚生労働省雇用均等・児

童家庭局保育課長通知） 

   ■全文削除- 麻しんに関する特定感染症予防指針」、「風しんに関する特定 

感染症予防指針」における保育所職員の予防接種に関する記載の要

旨 

      掲載のため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定感染症予防指針」（平成19年 12月 28日（平成 31年 4月 19日一部改正・適用）

厚生労働省）、「風しんに関する特定感染症予防指針」（平成 26年 3月 28日（平成

29年 12月 21日一部改正・平成30年 1月 1日適用）厚生労働省）をそれぞれ参照

して下さい。 

 

「麻しんに関する特定感染症予防指針」、「風しんに関する特定感染症予防指針」に

おける 

保育所職員の予防接種に関する記載の要旨 
 

 

○ 保育所の職員等（保育実習の学生を含む）は、乳幼児等の麻しん・風しんに罹

患すると重症化しやすい相手（特に定期の予防接種の対象となる前であり、抗体

を有しない０歳児、妊婦等）と接する機会が多いため、本人が麻しん・風しんを

発症すると、集団発生又は患者の重症化、妊婦の風しんへの感染等の問題を引き

起こす可能性があります。 

 

○ このため、保育所の職員等のうち、麻しんについては以下の（1）の者につい

て、風しんについては、以下の（2）の者について、抗体検査や予防接種を推奨す

る必要があります。 

 

（１）麻しんについて、職員等が 

◇麻しんに未罹患又は麻しんの罹患が不明であるとともに、 

・麻しんの予防接種を必要回数である二回受けていない 

又は 

・麻しんの予防接種が不明    

である場合、麻しんの予防接種を受けることを強く推奨する必要がありま

す。 

（２）風しんについて、職員等が 

・風しんの罹患歴が不明 



 

 

 

 

 

 

 

図５ 日本の定期・任意予防接種スケジュール（平成 28年 10 月１日以降） 

(本文 P25) 

 

表 2 日本において小児への接種可能な主なワクチンの種類（2018（平成 30）年

3月現在）(本文 P26) 

【定期接種】 生ワクチン 

（対象年齢は政令で規定） BCG 

  麻しん・風しん混合（MR） 

  麻しん（はしか） 

  風しん 

  水 痘 

  
  

 

  不活化ワクチン・トキソイド 

 インフルエンザ菌ｂ型（Ｈｉｂ）感染症 

 肺炎球菌（13 価結合型）感染症 

  B 型肝炎 

 

ＤＰＴ－ＩＰＶ（ジフテリア・百日咳・破傷風 

・不活化ポリオ混合） 

 

又は 

・予防接種歴が不明 

である場合、風しんの抗体検査や予防接種の推奨を行う必要があります。 

 

○ 施設長は、職場における健康診断の機会等を利用して、職員の罹患歴及び 

予防接種歴を確認して下さい。 

 

図 5 日本の定期・任意予防接種スケジュール（令和 3年８月 2日以降） 

(本文 P25)■現時点の最新のものに更新 

 

表 2 日本において小児への接種可能な主なワクチンの種類（2021（令和３）年

８月現在）(本文 P26) 

【定期接種】 生ワクチン 

（対象年齢は政令で

規定） 
結核（BCG） 

  麻しん・風しん混合（MR） 

  麻しん（はしか） 

  風しん 

  水 痘 

  

ロタウイルス：1 価、5 価 

 

不活化ワクチン・トキソイド 

 インフルエンザ菌ｂ型（Ｈｉｂ）感染症 

 肺炎球菌（13 価結合型）感染症 

  B 型肝炎 

 

ジフテリア、百日咳、破傷風、急性灰白髄炎 

（ＤＰＴ－ＩＰＶ：ジフテリア・百日咳・破傷風 

・不活化ポリオ混合） 



 ＤＰＴ（ジフテリア・百日咳・破傷風混合） 

  不活化ポリオ（ＩＰＶ） 

  
 

日本脳炎 

  ジフテリア・破傷風混合トキソイド（ＤＴ） 

  ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症：2 価 

  ヒトパピローマウイルス（HPV）：4 価 

  

【任意接種】  生ワクチン 

  流行性耳下腺
じ か せ ん

炎（おたふくかぜ） 

  ロタウイルス：1 価 

  ロタウイルス：5 価 

    

  不活化ワクチン 

  

インフルエンザ 

 髄
ずい

膜炎菌：4価 

（国立感染症研究所 HP「日本で接種可能なワクチンの種類（2016（平成 28）年 10 月

1 日現在）」（http://www.niid.go.jp/niid/ja/vaccine-j/249-vaccine/589-atpcs003.html）

を一部改編） 

 

 

(２)衛生管理 ア)施設内外の衛生管理 (本文 P27) 

○保育室 

・日々の清掃で清潔に保つ。ドアノブ、手すり、照明のスイッチ（押しボタン）

等は、水拭きした後、アルコール等による消毒を行うと良い。 

・季節に合わせた適切な室温や湿度を保ち、換気を行う。加湿器使用時には、水

 （ＤＰＴ：ジフテリア・百日咳・破傷風混合） 

  （ＩＰＶ：不活化ポリオ 

  （ジフテリア・破傷風混合トキソイド：ＤＴ） 

  日本脳炎 

  ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症：2 価、４価 

  
 

 

  

【任意接種】  生ワクチン 

  流行性耳下腺
じ か せ ん

炎（おたふくかぜ） 

  

 

 

 

不活化ワクチン 

    ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症：９価 

 インフルエンザ 

 髄
ずい

膜炎菌：4価 

（国立感染症研究所 HP「日本で接種可能なワクチンの種類（2021（令和３）年８月現

在）」（http://www.niid.go.jp/niid/ja/vaccine-j/249-vaccine/589-atpcs003.html）を一部

改編） 

 

(２)衛生管理 ア)施設内外の衛生管理 (本文 P27) 

○保育室 

・日々の清掃で清潔に保つ。ドアノブ、手すり、照明のスイッチ（押しボタン）

等は、水拭きした後、アルコール等による消毒を行うと良い。(嘔吐物や排泄物

の処理等は塩素系消毒薬(次亜塩素酸ナトリウム・亜塩素酸水)を用いる) 

・季節に合わせた適切な室温や湿度を保ち、換気を行う。加湿器使用時には、水

 

http://www.niid.go.jp/niid/ja/vaccine-j/249-vaccine/589-atpcs003.html
http://www.niid.go.jp/niid/ja/vaccine-j/249-vaccine/589-atpcs003.html


を毎日交換する。また、エアコンも定期的に清掃する。 

【保育室環境のめやす】 

室温：夏 26～28℃, 冬 20～23℃、湿度：60% 

 

別添１ 

(17)②ウイルス性胃腸炎(ロタウイルス感染症) (P57) 

予防・治療方法 

 

日本では、乳児に対する任意予防接種として経口生ワクチンの接種が可能であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を毎日交換する。また、エアコンも定期的に清掃する。 

【保育室環境のめやす】 

室温：夏 26～28℃, 冬 20～23℃、湿度：60% 

 

別添１ 

(17)②ウイルス性胃腸炎(ロタウイルス感染症) (P59) 

予防・治療方法 

 

日本では、乳児に対する定期予防接種として経口生ワクチンの接種が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

別添２ 保育所における消毒の種類と方法  (P68～) 

 

 

 

 

別添２ 保育所における消毒の種類と方法  (P70～) 

 



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 


